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草
間
市
民
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

～４月の行事予定～
２（土）草間台保育所入所式

６（水）春の交通安全県民運動（～１５日）

１１（月）新見南中学校入業式

１２（火）草間台小学校入学式

新見南小学校入学式

１３（水）草間台ＧＧ愛好会大会（足見）

２２（金）草間ＧＧ同好会大会

（哲多みどりの広場）

２６（火）愛育委員会

２９（木）昭和の日（祝日）

３０（土）羅生門さくら祭り（～ 5/1 ）

～５月の行事予定～
３（火）憲法記念日

４（水）みどりの日

５（木）こどもの日

※満開の『草間の梅』（豊後梅） ＊ 3/17 撮影
今年も、草間市民センター敷地内の『草間

の梅』が綺麗な花を咲かせました。

発行
お問い合わせ先

草間市民センター
草間公民館
℡☎ 74－ 9001
FAX 74－ 9000
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２
月

日
（
土
）
、
草
間
市
民
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
、

第

回
き
の
こ
栽
培
講
習
会
が
草
間
台
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
推
進
協
議
会
（
堀
江
利
明
会
長
）
の
産
業
委

員
会
と
草
間
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
（
田
井
義
明

会
長
）
の
地
域
振
興
部
会
（
田
本
友
広
部
長
）
が
共

催
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
草
間
市
民
セ
ン
タ
ー
管
内
の

名
と

高
梁
市
や
新
見
市
在
住
の

名
、
さ
ら
に
ス
タ
ッ
フ

ら
を
合
わ
せ
て

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
最
初
に
、

講
師
と
し
て
お
呼
び
し
た
財
団
法
人
日
本
き
の
こ
セ

ン
タ
ー
の
元
職
員
池
田
琢
磨
先
生
（
真
庭
市
在
住
）

よ
り
、
椎
茸
の
植
菌
方
法
や
ほ
だ
木
の
置
き
場
所
・

管
理
方
法
な
ど
を
詳
し
く
教
わ
り
ま
し
た
。
本
年
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
募
集
地
域
を
限
定
し
、
作
業
も
市

民
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
広
く
使
い
密
集
を
避
け
る
な

ど
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
な
が
ら
、
用
意

さ
れ
た
原
木
４
４
０
本
に
手
際
よ
く
力
を
あ
わ
せ
て

植
菌
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
外
か
ら
参
加
さ

れ
た
方
々
は
、
植
菌
体
験
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
講

習
会
で
の
ほ
だ
木
の
管
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
よ
い

き
の
こ
栽
培
講
習
会
開
催
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勉
強
が
で
き
た
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
栽
培
講
習
会
に
向
け
、
１
月

日
に

草
間
台
エ
コ
ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
・
草
間
地
域
づ
く
り
推

進
委
員
会
・
馬
繋
地
区
の
羅
生
門
を
守
る
会
の
会
員

な
ど

名
が
参
加
し
、
羅
生
門
駐
車
場
付
近
の
雑
木

林
の
ク
ヌ
ギ
・
コ
ナ
ラ
な
ど
を
伐
採
し
、
椎
茸
の
原

木
と
し
て
２
０
０
本
を
確
保
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動

は
、
里
山
の
整
備
事
業
で
、
昔
な
が
ら
の
雑
木
林
へ

の
再
生
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。

協力して真剣に植菌作業をする参加者の様子

羅生門駐車場付近での椎茸原木伐採の参加者

原木の穴開け作業椎茸の種菌を植える作業
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２
月

日
（
日
）
、
第

回
土
橋
と
ん
ど
祭
り
が
土
橋

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
は
、
地
域

運
営
組
織
、
土
橋
み
ら
い
の
会
（
田
井
義
明
会
長
）
が

発
足
し
て
初
め
て
の
と
ん
ど
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。
同

会
の
学
び
部
会
（
田
井
玲
子
部
会
長
）
主
催
で
、
土
橋

老
栄
会
・
土
橋
婦
人
会
・
土
橋
Ｆ
Ｏ
Ｓ
育
成
会
が
共
催

し
、
当
日
は
、
来
賓
や
地
区
民
１
０
０
名
が
参
加
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
火
祭
り
行
事
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

例
年
お
こ
な
っ
て
い
た
地
区
民
の
つ
ど
い
は
、
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
連
日
の
寒
波
が
和
ら
い
だ
こ
の
日
、
地

区
住
民
が
持
ち
込
ん
だ
古
い
御
札
や
飾
り
、
門
松
、
小

学
生
が
書
い
た
習
字
用
紙
な
ど
が
高
く
積
ま
れ
、
火
祭

り
行
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
岩
山
神
社
の
渡
邉
正
守
宮

司
の
神
事
の
あ
と
、
主
催
者
や
来
賓
の
方
々
、
共
催
団

体
ら
が
玉
串
を
奉
納
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
田
井
義
明

会
長
、
戎
斉
新
見
市
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
各
集
落
の
代

表
者
や
年
男
、
年
女
の

方
々
が
一
斉
に
点
火
を

す
る
と
、
火
は
勢
い
よ

く
燃
え
上
が
り
ま
し

た
。こ

の
日
の
行
事
で
、

地
区
民
は
今
年
一
年
お

互
い
の
無
病
息
災
と
五

穀
豊
穣
を
祈
り
ま
し

た
。
ま
た
、
会
場
で
は

福
袋
も
用
意
さ
れ
、
各

々
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

1 6

第

回

土

橋

と

ん

ど

祭

り

渡邉正守宮司による神事の様子

玉串奉納の様子無病息災と五穀豊穣を祈る参加者
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３
月

日
（
日
）
、
土
橋
み
ら
い
の
会
（
田
井
義
明

会
長
）
ま
な
び
部
会
で
は
、
郷
土
の
歴
史
や
自
然
を
知

る
こ
と
を
目
的
に
、
土
橋
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
計
画
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
地
区
民

人
が
参
加
す
る
中
、
第
１

回
わ
く
わ
く
土
橋
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
大
正
池
編
）
が
開

催
さ
れ
、
蓮
台
寺
、
八
門
神
社
経
由
で
大
正
池
に
向
か

っ
て
楽
し
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
さ
れ
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
大
正
池
）

八門神社の石段を登る参加者大正池周辺を歩く参加者

大正池の前で記念撮影をする参加者


